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令和４年度 兵庫県立大学 生涯学習公開講座 

【第２回減災復興サイエンスカフェ～あらためて建築物の耐震性を考える】 

日  時:  令和 5年 1月 17 日（火）10：00～11：00 

受講者数:  ４３名（対面１３名、オンライン３０名） 

会  場：  兵庫県立大学神戸防災キャンパス大教室 

講  師:  永野康行先生（減災復興政策研究科 研究科長・教授） 

 

阪神・淡路大震災が発生してから 28 年を迎える本日 1月 17日に、「あらためて建築物の耐震性を考え

る」をテーマに、サイエンスカフェ形式で永野康行先生との対話を通して、あらためて建築物の耐震性

について考えました。新型コロナウイルス感染症対策として、対面・オンラインを併用したハイブリッ

ト開催で、活発な意見交換が行われました。 

 前半では、講師の永野先生より、「建築物の耐震性とは？」との問が参加者に投げかけられました。

辞書によると「建物などの、地震に耐えられる性質。また、その度合い。「－を高める」といった使い

方をする。」という解説がありました。また「どの程度の地震に耐えるのか？」という問に対して、「建

築基準法においては、中程度の地震に対しては建物の使用性を満足し続け、大地震に対しては人命を守

る」と解説されました。法は最低基準を規定しています。地震は法を理解して発生するでしょうか？ 

答えは「いいえ」です。続いて、地震の発生メカニズムを説明し、過去の経験に基づいて建築基準法は

改正され続け現在に至っていることが説明されました。 

 最新の研究事例についても紹介されました。１つ目は「建物内の天井の地震時挙動と落下シミュレー

ション」です。２つ目は、関西地域を対象とした都市防災の計算科学研究として理化学研究所らとの共

同研究成果である「想定南海地震を受ける建物地震時挙動のシミュレーション結果の可視化」です。 

 後半では、対面参加者等からの質問に受け答え、活発な意見交換が行われました。あらためて耐震性

の重要性を認識してもらえ、日頃の備えや防災意識の向上に貢献出来ました。参加者（対面）アンケー

ト結果からは、８割を超える方からのテーマの理解が深まった、との回答が得られています。 

     

写真 1 前半の講演風景   写真 2 大地震の体を使った解説  写真 3 後半の意見交換の様子 


